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研究成果の概要（和文）：赤ちゃんポスト問題について、ドイツにおける議論にみられる様々な論拠の分析を発
端に、本問題の倫理学上の扱いにおける根本的な問題点を明らかにした。それを踏まえて、赤ちゃんポスト問題
と深く結びついている「出自を知る権利」が、本議論における最も影響力のある論拠としてどのように浮上した
のかについての分析も行った。とりわけ、「出自を知る権利」の赤ちゃんポスト議論における役割と、非配偶者
間人工授精をめぐる議論における「出自を知る権利」の扱いを比較し、「出自を知る権利」の本質についての検
討を行い、それを通して得られた再解釈を、これまで日独両国の当該議論で十分に論じられていない重要な要素
として提示した。

研究成果の概要（英文）：Based on a thorough analysis of the patterns of argumentation found in the 
discourse on the problem of the baby hatch in Germany, this research project identified the 
fundamental problems of the ethical treatment of this issue. Further, the emergence of the “right 
to know one’s genetic origins” as the most influential concept in this discourse was analyzed. In 
particular, by comparison of the roles of the “right to know one’s genetic origins” in both the 
discourse on the baby hatch and in the discourse on issues related to artificial insemination by 
donor (AID), the essential features of the “right to know one’s genetic origins” were mapped out 
in detail. Based on these findings, the implications of this deepened understanding of the “right 
to know one’s genetic origins” for the treatment of the problem of the baby hatch in Germany as 
well as in Japan were pointed out.

研究分野： 生命倫理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本において2007年に設置された赤ちゃんポストおよび現在導入が議論されている「内密出産」は、どちらもド
イツをモデルとしている。これらの取り組みの是非を論じる際に最も重要な論拠である子どもの「出自を知る権
利」について、ドイツにおける議論内の位置づけに関する正確な情報を提供できたことが、本研究プロジェクト
の最大の学術的および社会的な意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



 
１．研究開始当初の背景 
 
本国際共同研究加速プロジェクト（以下、「本研究プロジェクト」）の基課題である基盤研究（C）

「日独両国の赤ちゃんポストと関連諸問題における出自を知る権利の扱いに関する研究」（2016
年度～2018 年度、課題番号 16K02125、以下「基課題」）では、日本では未だ十分には把握されて
いないドイツにおける「赤ちゃんポスト」とそれに関連している諸問題に関する 2009 年以降の
議論を、学際的な視点から徹底的かつ体系的に検討して取り纏め、ドイツにおける取り組みを範
例とする日本における当議論にとって不可欠な背景的な情報を提供することを目的としていた。
その際、当該議論内で中核的な役割を持つ「出自を知る権利」に焦点を当て、日独両国における
赤ちゃんポスト議論の比較考察を通して、両国の当議論にみられる法制度や文化的背景等の共
通点と相違点を浮き彫りにし、それに基づいて、当問題の一般化可能な倫理学上の考察を行い、
それによって両国における議論・研究に貢献することも目指していた。 
 基課題の開始当初には、日本の赤ちゃんポスト議論のあり方とその動向についての研究は、す
でに日本においても法学や社会福祉学等の視点からなされており、ドイツの倫理・哲学界及び宗
教界における主要な論考も日本に紹介されつつあった（例えば、基課題の研究分担者である阪本
恭子の諸論文及び研究代表者のこれまでの科研費による諸プロジェクトなど）。しかし、ドイツ
における赤ちゃんポスト議論において最も影響力のある論拠として浮上し、かつ、日独両国にお
ける赤ちゃんポストの代わりとなる諸支援制度（例えば、独：「内密出産」、日：「あんしん母と
子」）の新設にもつながった、「出自を知る権利」の倫理学上・法学上の位置付けに関しては、ド
イツにおいても日本においても、研究代表者による『Journal of Philosophy and Ethics in 
Health Care and Medicine』第 9号（2015 年）に掲載された論文での指摘を除けば、ほとんど
検討されていないのが現状であった。さらに、赤ちゃんポスト等の議論と生命倫理のその他の諸
問題（特に、非配偶者間人工授精（AID））における「出自を知る権利」の（異なる）扱いと役割
については、ドイツにおける研究で指摘されてはいるが、詳細な分析は行われていなかった。こ
のような背景から、基課題「日独両国の赤ちゃんポストと関連諸問題における出自を知る権利の
扱いに関する研究」には極めて意義があり、これは両国の倫理学や法学やその他の関連分野にお
ける研究に大いに貢献し得ると思われた。 
 基課題の具体的な研究内容としては、学際的なアプローチをとり、倫理学、福祉学、法学を専
門とする研究分担者が力を合わせ、それぞれの専門分野の視点から次の三点の作業に順々に取
り組んでいた。①近年のドイツにおける赤ちゃんポストに関する議論及び研究成果の整理及び
分析、②赤ちゃんポスト問題における「出自を知る権利」の日独比較研究―ドイツの議論及び研
究成果の日本の当議論への適用、③赤ちゃんポスト問題に見る「出自を知る権利」に関する一般
化可能な倫理学上の考察の試み。 
しかし、基課題で実施していた研究は、その性質上、学際的なアプローチが不可欠であるだけ

ではなく、包括的な国際比較を必要とするものであった。したがって、ドイツの研究者と本格的
な共同研究を行うことが、本研究の大いなる発展につながることは言うまでもなかった。日本の
議論に貢献し、日本の行政に当該問題への根拠として提示するためには日独比較研究が不可欠
であるが、そのためにはドイツの当テーマの関連研究分野（倫理学、法学、福祉学等）の研究者
との連携を構築することが極めて有意義なアプローチだと考えられた。また、よりインパクトの
ある、高いレベルの研究成果をあげるには海外の共同研究者との連携を密にすることが必須で
あると思われたため、本研究プロジェクトを実施することにした。 
 
２．研究の目的 
 
本研究プロジェクトの申請時における当初の研究目的は、下記の 4点である。 
 
(1)12 ヶ月に渡る現地滞在において、基課題の研究テーマ①「近年のドイツにおける〈赤ちゃ

んポスト〉に関する議論及び研究成果の整理及び分析」を、現地（ドイツ）にいる利点を活かし
て、より円滑でより最新の詳細な情報を収集し、より確かなものとする。 
 
(2)基課題の研究テーマ②「赤ちゃんポスト問題における〈出自を知る権利〉の日独比較研究

―ドイツの議論及び研究成果の日本の当議論への適用」についても、日本国内の各専門分野担当
の研究分担者にドイツの現状に関する情報を提供するだけではなく、研究代表者がコーディネ
ーターとして、研究分担者と各分野の海外共同研究者との連携を構築し、さらなる共同研究を発
足させることによって、より深みのある発見と所見を得ることが期待できる。 
 
(3)基課題の研究テーマ③ ｢赤ちゃんポスト問題に見る〈出自を知る権利〉に関する一般化可

能な倫理学上の考察の試み｣は、国際共同研究で取り組むことによって初めて成功を見込めると
言っても過言ではない。なお、すべての研究ステップにおいて、海外共同研究者との連携を密に
することにより、一つの国の枠組みを超えた高いレベルでインパクトのある共同執筆等の成果
を上げることが可能となるのは、本研究プロジェクトのサポートがあってこそである。 
 



(4)また、基課題の作業を進める上で、本研究テーマに関しては、出版されていない資料、つ
まり、日本では入手できない文献が多くあることが各分野で明らかになり、また、本研究テーマ
を十全に把握するために不可欠な作業として、赤ちゃんポスト運用者や当問題に取り組んでい
る研究者等との研究成果の交換等も常に行う必要があることを痛感していた。従って、基課題の
二年目に国際共同研究ネットワークを強化することが基課題の大きな進捗への貢献につながる
ことが期待できる。  
 
３．研究の方法 
 
本研究プロジェクトでは、平成 29年 4 月～平成 30年度 3月（12 か月）をミュンヘン大学（ド

イツ）医学の倫理・歴史・理論研究所に客員研究員として籍を置いて「ドイツの赤ちゃんポスト
と関連諸問題における出自を知る権利の扱いに関する研究」に取り組んでいた。 
 
具体的な研究方法としては、当テーマ関連の過去の研究プロジェクトで築いたつながりを活

かして、研究代表者の国際的な研究ネットワークを拡大・強化し、さらに、研究代表者がハブと
なって基課題の研究分担者と各当該分野のドイツの研究者との連携も促進させた。具体的には、
海外共同研究者全員、とりわけドイツの生命倫理学・医療倫理学の権威として認められているド
イツのミュンヘン大学医学部附属「医学の倫理・歴史・理論学研究所」の所長のゲオルク・マル
クマン教授を通して、赤ちゃんポストやその他の生命倫理上の問題における「出自を知る権利」
を法学・倫理学・福祉学等の視点から研究している専門家と連携をとり、共同研究メンバーに加
えることができた。 
具体的な研究内容としては、（1）日独両国においてまだほとんど検討されていない、ドイツに

おける赤ちゃんポスト議論において最も影響力のある論拠として浮かび上がった「出自を知る
権利」の倫理学上・法学上の位置付けに関する研究と、（2）赤ちゃんポスト等の議論と生命倫理
のその他の諸問題（特に、非配偶者間人工授精（AID））における「出自を知る権利」の（異なる）
扱いと役割に関する研究であった。特に（2）については、日独のやや狭いコンテクストを超え
た考察となり、ドイツ国内外で開催される学会等にも口頭発表として紹介し、世界トップレベル
の学者から助言を頂けた。 
 
４．研究成果 
 
上記の方法により、基課題の研究計画を一気に進展させ、海外の優秀な研究者との共同研究を

通して世界トップレベルに通用する研究を行い、本研究に専念することができた。 
渡航先であるドイツのミュンヘン大学医学部附属「医学の倫理・歴史・理論学研究所」におい

て、所長のゲオルク・マルクマン教授の指導の元で、ドイツの赤ちゃんポストと関連諸問題にお
ける「出自を知る権利」の扱いに関する国際共同研究を実施できた。同研究所で定期的に開催さ
れている、同研究所のスタッフおよび国内外の専門家が出席する医療倫理の研究コロキウムを
通して、また、生命倫理学におけるメタ倫理および研究方法論に関する学術的対話集会への参加
を通して、自分の研究テーマについて内容的にも方法論的にも極めて重要な手掛かりと刺激を
得ることができた。また、学術面に加えて、ドイツ連邦家族省や妊娠相談所や病院の関係者を対
象とした聞き取り調査も実施し、行政や医療と福祉の現場における最新の情報も把握できた。上
記を通して滞在中に得られた研究成果は、国際学会において紹介した。また、本研究期間中に、
日本でもドイツの「内密出産制度」をモデルとした制度の導入を巡る議論が始まったことを受け、
日本の関係行政機関や基課題の研究分担者にドイツの最新の状況についての情報を提供するこ
とができた。なお、本研究プロジェクトの主な研究テーマであった赤ちゃんポストや匿名出産や
その他の関連諸問題における「出自を知る権利」とはまた別に、受け入れ先であるミュンヘン大
学医学部附属「医学の倫理・歴史・理論学研究所」で築いた連携を活かし、「医学の倫理・歴史・
理論学研究所」が拠点的に力を入れているアドバンス・ケア・プランニングというテーマについ
ても、今後共同研究を行う方向で検討している。 
また、上記の成果の他に、本研究プロジェクトで得られた経験および海外研究者とのパイプは、

2019 年度から開始したプロジェクト「匿名による子どもの委託と生殖補助医療における出自を
知る権利に関する日独比較研究」（基盤研究（B）、課題番号 19H01186）においても、大いに活か
されている。また、本研究プロジェクトの成果（とりわけ「出自を知る権利」の総説）を学術図
書にまとめることも計画している。 
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